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『多聞院 日記』に現れ た奈 良での

購買活動 と流通 システム
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1.は じめ に 一 本稿の 目的

中世都市の商業や商品流通に関する従来の研究を概観 してみると,都 市支配者や商人側

の史料による分析が多かったと言える.1)流 通を担う者としては,生 産者か ら商品を買い

取る商人や彼らを支配下におさある支配者などの他に,消 費者が挙げられる.消 費者は,

生産地か ら消費地までの流通過程の最終目的地に位置 して,購 買の意志決定を行なうとい

う重要な役割を果た している.こ のように,流 通システムを考える際の不可欠な構成要素

の一つであるにもかかわらず,消 費者側の史料による分析は少ないと言わざるを得ない02)

前稿3)「 多聞院日記」という消費者側の史料を用いて,都 市奈良に住む多聞院英俊の購

買活動を検討 したのは,以 上のような研究動向を踏まえてのことであった.前 稿では次の

二つの研究 目的を掲げた.す なわち,第 一は,都 市住人の商品流通への関与を交換体系全

体の中で捉えるという目的であり,第 二は,都 市奈良をめぐる商品流通総体のうち農村や

他の都市 との流通関係の位置づけを行なう点である.こ の論稿によって,多 聞院英俊によ

る購買活動は多 く奈良で行なわれ,し か も,品 目としては奈良に住む職人によって担われ

た関係品目が多いことを指摘できた.

彼による購買活動は当時の流通システムに対応 していることを考えると,消 費者,多 聞

院英俊の奈良における購買活動を検討することによって,消 費者との関わりから当時の流

通システムを考察できることになる.流 通システムと言って も,日 記という史料の限界か

ら流通過程のうち生産者から商人に至るまでの段階は考察が困難である.と はいえ,英 俊

は,前 述の通り奈良に住む職人と取り引き していることも少なくない.職 人は生産者であり,

かつ商人で もあ る.そ の限りで,考 察できる流通過程の幅が広がってくる.そ の上,日

記を用いることによって,都 市住人 をめ ぐるfacetofaceの 人 と人 との直接 的結

びつきによる商品流通上の関係をかえって検討できるという史料の特性は生かされねばな

らない.い ずれにしても,筆 者が今まで農村間の流通を中心 として考察 してきた流通 シス

テム論4)か ら論点を提出することで,都 市における流通に関しても一般化への足がかりを

得られるものと期待される.

そこで,本 稿の研究目的は,多 聞院英俊の都市奈良における購買活動を検討 し,消 費者
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の側か ら都市をめぐる当時の流通 システムにアプローチすることにおく.

このように,本 稿のフィール ドは奈良である.都 市商業 という枠を外 して,都 市の研究

全体を見ても,従 来は京都中心に行なわれており,奈 良は京都に次 ぐ中世都市の代表例と

もされるにも関わ らず,研 究の立ち後れが否めない.そ のため,本 稿での考察対象である
5)

多聞院英俊の購買活動が行なわれた当時の都市構造 も,明 らかになっているとは言い難い.

そこで,本 稿では戦国期における奈良の都市構造にも可能な限りアプローチすることとし

たい.こ の点の考察は第3章 で行ない,当 時の流通 システムは第4章 で検討す る.

1.奈 良での購買活動の位置づけ

本稿では多聞院英俊による奈良での購買活動をおもに考察するが,本 章では前稿の成果

を踏まえて,こ れを二つの側面から位置づけたい。一つは,贈 答を含む交換体系全体のな

かに購買が占める位置という側面であり,い ま一つは,購 買が行なわれた場所に注目して

奈良を位置づけるものである.な お,本 章についての詳細な論証は,前 稿を参照されたい.

まず,本 稿の研究材料となる 「多聞院日記」6)を紹介せねばなるまい.多 聞院は,後 掲

の図1に 示 したように,興 福寺の南方の寺外に位置する一子院である.当 時奈良に大小取

り混ぜて数多 くあった寺院の一典型と見て差 し支えない.「 多聞院日記」はその日記であ

り,永 禄10(1567)年 か ら文禄3(1594)年 までの約30年 間は,天 正元(1573)年 の一一

年間を欠く他は英俊による記録がほぼ連続 している.こ れ らのなかか ら,購 買活動と見な

される記事をピックアップして検討 した.

例えば,天 正2(1574)年11月26日 条に 「ヌシヤ三郎今 日ヨリ来了,ハ ントウ漆百文二

五十目,吉 野百文二四十文買了」とある.ハ ントウ漆と吉野(漆)の2品 目を購入 してお

り,こ の場合2件 と数えることにする.こ のようにして,総 数1698件 が数えられた.

まず,購 買の対象となった品目を一次産品 ・半加工品 ・完成品に分けて検討すると,完

成品,と りわけ職人の手になるような手工業関係品目の種類が多い.ち なみに先ほどの例

の漆は,塗 師による塗物製作の原料とするため購入されたものである.件 数で上位を占あ

る十品目のうち第2位 の表補(楕)と4位 の染め,6位 の油煙墨は,職 人関係品目の典型

である.食 品類は,酒 と塩の2品 目が挙がるに過ぎない。

その0方 で,貨 幣の授受を伴わない贈答7ほ,購 買に比べて圧倒的に件数が多 く,年 平

均で5倍 あることか ら5年 毎のサ ンプル調査にとどめた.品 目では,一 次産品 ・半加工品

・完成品の別なく広 くみ られるが,そ のうちで も種類の豊富さと件数の両面において特に
一次産品の農産物に特徴があり,こ れ らの品目での購買への影響は無視できないと考え ら

れる.こ の点は,経 済がある程度社会に埋め込まれていた前近代社会について8)購買活動

という商品流通を考察する際に注意を要す る.

次に,奈 良以外で購買が行なわれた事例に着 目する.ま ず,町 場については大和国内で

は今井市(3例)や 筒井市(2例),郡 山(17例)が あり,国 外の場合,京(17例)v堺(18

例),大 坂(2例)で の購買活動が確認できる.こ のうち京や堺で購入 した物品の多くは

京扇や蜜 ・砂糖 といった特産品であったと見なされる.さ らに,農 村商人による訪問販売

の例や農村部における購入と思われる事例は10例 となっている.農 村からの生産物にっい

ては,奈 良の問屋を介在するなどして,農 村から都市奈良への流通システムが戦国期には

ほぼ確立 していたと言えよう。

このように奈良以外での購買が明 らかな事例は,総 件数1698件 のわずか5%に すぎな

い.そ の残 りは基本的に奈良で購入されたわけで,ほ とんどが奈良で調達されたことがわ
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かる.

例えば永禄10(1567)年11月23日 条に次の記事がある.

今在家店屋見物了,抄 物 二帖 ・目録一巻代十文,菜 ナへ.代 六十文,ク ヰヌキ_廿 三文,

咤天_補 二百五十文二買了,

この記事のような奈良の 「今在家店屋」における購買記事は他に同年12月22日 条に見え

るだけである.同 月6日 条では 「今在家市見了,何 無之」 とあるから,「 今在家店屋」も

含めて,い ずれ も市場を指す可能性がある.そ れはいずれにしても,こ れらの記事のよう

に,い わば購買が行なわれた施設までが記録されている事例は例外的である.た いていは

商人や職人という個々の購買相手が記された記録となっている.

そこで購買を5回 以上行なった相手とその購買品目を見てみると,備 前か らの塩とゴボ

ウ,薩 摩屋や角屋や腹巻屋からの酒という食品類を除けば,薬 ・衣類を含あた手工業関連

品目となっていて,購 買対象品目について先述 した傾向が再び指摘できる.な かで も油煙

師新九郎,塗 師与七郎,経 師与一一,桶 結弥七,番 匠,侍 従,慶 禅房は明らかに職人である.

これらの職人による生産の実態としては,職 人が注文主のもとに出張する生産形式であ

る出職や,職 人自身での仕事場での生産形式としての居職の両者が認められる.前 者では

油煙師,塗 師,番 匠(今 日の大工)の 他,桶 結,屋 根葺などが挙げられ,後 者では紺屋な

どの染色業者や縫 ・織などの衣類関係に多い。侍従による描画と主に慶禅房が担当 したそ

の表装 も居職と見られる.こ の形式では英俊のような注文主は,個 々の職人に依頼 し,生

産自体は職人 自身の仕事場ないしは住居で行なわれたと考え られる.職 人による屋敷の所

有 ・居住形態は次章で検討する.

いずれにしても,奈 良で生産が行なわれていたのであるが,彼 らと消費者との関わりを

流通 システムの観点か ら再検討する作業は第4章 で行なうこととする.

皿.奈 良小五月郷の商人と職人

本章では多聞院英俊による購買活動が行なわれた当時の都市奈良の内部構造に可能な限

りアプローチしたい.幸 いに 「多聞院日記」の同時代史料 として元亀 ・天正期の小五月銭

納帳が残されている.小 五月銭とは,興 福寺大乗院門跡内の鎮守天満社で毎年5月5日 に

催される小五月会の費用として,こ れに参加する25ケ郷を指す小五月郷内の土地の間口に

応 じて徴収されたものである.こ の史料を用いて,英 俊と同時代に生きた登録人による屋

敷の所有 ・居住形態を中心に,特 に商人や職人について検討を加えることにする9)

ところで,小 五月銭納帳を用いて奈良の都市商業を論 じた既往の研究として,野 田只夫

などの研究10旗挙げられる11)本納帳に土地を記録された登録人のなかには屋号を冠する者

もいる。この屋号に示された物品を指標に して,当 時の商業機能を推定 している.一 例を

示せば,腹 巻屋は 「武具類」,鍋 屋は 「雑貨類」を扱うとして分類されている.
一方,「 多聞院日記」にも屋号に相当する名称が見えた.た だ,多 聞院による購買品目

と対応 しない屋号の例が見られる点が注意 される.先 の例では,腹 巻屋からは 「武具類」

ではなく,(酒)麹 を購入 し,鍋 屋からは杉原紙や帯 ・反物の類を購入 している.腹 巻,鍋

を購入 しているわけではない12)す なわち,さ きに紹介 した推定方法は単純に過ぎて危険

なのである.「 多聞院日記」による検討は,い わば商人や職人による営業の実態にまで踏

み込める点に特徴があるといえよう.

ただし,小 五月郷の商 ・職人の営業実態 と屋号との対応を個々の登録人 レベルまでは検

討できないことは残念である.「 多聞院日記」にも登場すると確実に同定できる商人や職
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人がごく少数にとどまるためである.そ こで,本 納帳によって小五月郷全郷 レベルで問題

にする.

表1.小 五 月 郷 の 商 人 ・職 人(1572年) (五十音順)

登 録 人 名 郷 名 登 録 人 名 郷 名 登 録 人 名 郷 名

アカガネヤ源三郎 西川上郷 シュズヤ孫四郎

シュスヤ弥六
一

南 鵠 郷

高御門郷

ハクヤサ ネユ キ

ハクヤ与次郎
餅飯殿郷

薬師堂郷魚ヤ才二郎 蔵 下 郷

ウッホヤ与三跡助 二郎 高御門郷 シロカネヤ清三郎

シロカネヤ与三

餅飯殿郷

餅飯殿郷

ハチカチヤ彦三郎 南 鵠 郷

絵師助 トノ 薬師堂郷
ハ ラマキヤ源四郎

ハ ラマキヤ新四郎

ハ ラマキヤ清五郎

ハ ラマキヤ彦二郎

ハ ラマキヤ又七

ハ ラマキヤ弥三郎

ハ ラマキヤ弥三郎 ヌシ

南 鵠 郷

南 鵠 郷

餅飯殿郷

北 鵠 郷

内 院 郷

西城戸郷

薬師堂郷

薬師堂郷

ススヤ五郎 四郎 辰巳辻子郷カ ウシヤ孫 九郎 脇 戸 郷

カキヤ新三郎 餅飯殿郷
大工彦二郎

大工彦三郎
餅飯殿郷
西川上郷

カサヤ新三郎

カサヤ新五郎

笠ヤ藤五郎

カサヤ弥三郎

薬師堂郷

南 鵠 郷

高御門郷

極楽坊郷

大黒 ヤ助1[郎

大 コクヤ明清

南 室 郷

東城戸郷

タタ ミヤ善四郎 無縁堂郷

カ シヤ彦七 高御門郷 タチハナヤ 東城戸郷 ハ リタ与三二郎 無縁堂郷
カチヤ源四郎

カチヤ源五郎

カチヤ三郎太郎

カチヤ助次郎

カチ ヤ助三郎

カチ ヤ新二郎

カチ ヤ新 九郎

カチ ヤ孫 九郎

カチヤ 又三郎

カチヤ弥四郎

カチヤ弥五郎

カチヤ弥七

カチヤ与四郎

南 室 郷

高御門郷

高御門郷

高御門郷

無縁堂郷

極楽坊郷

高御門郷
薬師堂郷

無縁堂郷

無縁堂郷

西川上郷

無縁堂郷

蔵 下 郷

無縁堂、脇戸

南 鵠 郷

玉ヤ与三郎 南 鵠 郷 番匠ヤ源三郎

ハンショウヤ七郎二郎

番匠ヤ新三郎

番匠ヤ助三郎

番匠ヤ与三

番匠才二郎

高御門郷
東城戸郷

高御門郷

高御門郷

内 院 郷

高御門郷

餅飯殿郷

茶ヤ(ヌシヤニ郎五郎)

茶ヤコ三郎

茶ヤ喜七

茶ヤ源四郎

茶ヤ後家
チヤヤ後家

茶ヤ助二郎

茶ヤ八郎太郎

茶ヤ彦九郎
茶ヤ孫四郎

茶ヤ孫六

茶ヤ弥七

辰巳辻子郷

東城戸郷

貝 塚 郷

南 室 郷

無縁堂郷

南 鵠 郷
西鳴川郷

高御門郷
薬師堂郷

西桶井郷

薬師堂郷

蔵 下 郷

南 室 郷

バ ン ドウヤ又四郎 餅飯殿郷

ヒラキヤ甚三郎 東城戸郷

ヒラヤ弥三郎

ヒラヤ弥五郎

蔵 下 郷

高御門郷

フキヤ孫九郎 高御門郷

フ ロヤ甚四郎 餅飯殿郷
ヂヤ源四郎 東城戸郷 ヘ ニヤ新二郎

ヘ ニヤ又七
脇 戸 郷

光明院郷カヘヌ リマ ツ

カヘヤ孫三郎

カヘヤ孫四郎

南 鵠 郷

南 鵠 郷

極楽坊郷

ツル ヤ助 五郎 脇 戸 郷

トキヤ助二郎

トキヤ新五郎

トキヤ 甚四郎

トキヤ藤五郎

トキヤ又二郎

トキヤ弥二郎

トキヤ弥五郎

トキヤ与一

トキヤ与次郎

トキヤ与三郎

トキヤ与八

東城戸郷

高御門郷
西鳴川郷

高御門郷

南 鵠 郷

内 院 郷

極楽坊郷

西城戸郷

高御門郷

内 院 郷

高御門郷

南 鵠 郷

ヘ ンサ ンヤ良空 ハウ 内 院 郷

ホロ ミソヤ後家△ 無縁堂郷
カ ワヤ源四郎

カ ワヤ藤次郎

カ ワヤ彦四郎

光明院郷

光明院郷

光明院郷

マ キ ヤ(コ ヲヤ カ)ケ ユ 蔵 下 郷

松ヤ 内 院 郷

コ ウヤ源四郎

コ ウヤ宗次郎

コ ウヤ新四郎

コ ウヤ彦二郎

コ ウヤ又二郎

コ ウヤ又四郎

コ ウヤ又五郎

コ ウヤ弥二郎

コウヤ与二郎

コヲヤ(マ キヤカ)ケ ユ

薬師堂郷

西城戸郷

薬師堂郷

薬師堂郷

無縁堂郷

無縁堂郷

東城戸郷
無縁堂郷

薬師堂郷

餅飯殿郷

蔵 下 郷

マ ンチ ウヤ源五郎

マ ン ジウヤ又二郎
脇 戸 郷

極楽坊郷

ミソヤ弥二郎 脇 戸 郷

ミヤノ源四郎△ 高御門郷

モチヤ ヲク ロ

モチヤ弥二 郎

高御門郷

高御門郷

モンメン ヤ甚四郎 蔵 下 郷
ナヘヤ宗 春

ナヘヤ新二郎

ナヘヤ新四郎

ナヘヤ新九郎

ナヘヤ藤(彦 力)三 郎

脇 戸 郷

脇 戸 郷

東城戸郷

脇 戸 郷

脇 戸 郷

ヤ ネヤ次(ニ カ)郎 北 鵠 郷

ヤ ノネカチ源五郎 高御門郷

山 口屋 脇 戸 郷

高野ヤ甚四郎 無縁堂郷 ヲガヤ棚

ヲカヤ孫 九郎

東城戸郷

脇 戸 郷小引与七禅門 薬師堂郷 ヌ シヤ源三郎

ヌ シヤニ郎五郎

ヌシヤ新二郎

ヌ シヤ助五郎

ヌ シヤ助九郎

ヌ シヤ彦三郎

ヌ シヤ孫四郎

ヌシヤ孫九郎

ヌ シヤ又三郎

薬師堂郷

辰巳辻子郷

薬師堂郷

南 室 郷

南 鵠 郷

薬師堂郷

高御門郷

高御門郷
吏川上郷

米ヤ孫四郎 脇 戸 郷 ヲケヤ柞 西

ヲケヤ孫三郎

薬師堂郷

西桶井郷コ ンニ ャクヤ明家 餅飯殿郷

サウメ ンヤ 薬師堂郷 ヲシロイヤ源五郎 東城戸郷

サカヤ才二郎 餅飯殿郷

サ ツマヤ西入

サ ツマヤ棚

南 室 郷

蔵 下 郷

サヤヤ弥三郎 極楽坊郷

シホヤ彦五郎 蔵 下 郷 ノ リヤニ郎 南 鵠 郷
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小五月銭納帳のうち元亀3(1572)年 小五月郷間別改打13)cこよると,商 人 職 人と

推定できる登録人は表1に 示 したようになる.こ れを見ると,カ チヤ,コ ウヤ,ト キヤ,
ヌシヤ,ハ ラマキヤ,茶 ヤなどの屋号が多い.こ のうち,コ ウヤ ・ヌシヤは 「多聞院日記」

によっても購買品目と屋号が対応 し,い ずれも職人となっている,第2章 で多聞院英俊の

購買品目の多くは職人関係であることを指摘 したが,小 五月郷でも職人と推定できる屋号

が比較的多いと言える.小 五月郷納帳における屋号からは,こ のような 「職人」との大分

類による傾向を指摘す るにとどめるべきであろう.上 述の理由から大分類以下の細目は問

題にしないことにする。

次に,小 五月郷を構成する各郷 レベルの吟味に移る.各 郷については図1に 示 した.そ

の半数は今 日の町名に踏襲されてお り,図1で その町域を示 した。町名として残 っていな

い郷については 「小五月郷指図」 「奈良坊目拙解」などを参考にしてその位置を比定 し,

そのおおよその位置に円を記 した.そ れで も,蔵 下郷は不明とせざるをえない.図 を見る

と,小 五月郷が奈良町のなかで も南部に位置 していることがわかる.小 五月会が南里の祭

礼と言われる所以である14)ま た,第2章 で検討 した多聞院はy小 五月郷の北部に隣接 し

た位置にある.

元亀3(1572)年 の納帳を用いて,各 郷の

の商 ・職人の居住形態を検討 してみよう.例

えば,西 桶井郷については次のように記され

ている.
「辻ヨリ北カワ東へ

六 間 六 尺 五 寸
此内 こ間本家 ノコリハ小屋

三 間 三 尺
新家

武 間 四 尺 五 寸

武間三尺五 寸

戴間五尺

三 間 者

この うち,

茶ヤ

茶ヤ孫四郎

ヲケヤ孫.郎

明 屋 敷

五 郎

孫四郎

畠

ヲケヤ

畠

ヌシヤ

畠(以 下,略)」

1・2筆 目の地口の登録人茶ヤと

ヲケヤを商人 ・職人に含めて考えることがで

きる.そ の一方で,6筆 目の畠の登録人ヌシ

ヤのように,畠 の登録人が屋号を伴う場合が

卍 賄寺

》 贈㌔
覆 耐 ε!・鑛

0

蔚慾

0

0.5km一
図1小 五月郷と多門院の位置

ある.そ の直前に2筆 連続 している畠の名請人 も,茶 ヤ(孫 四郎)と ヲケヤであると思わ

れる。いわば農商未分離に注意されるが,こ こでは敢えて畠を商人 ・職人の地口として数

えない方が,商 ・職人の居住状態を考察するという本章の目的にはかなっている.

このように,屋 号を持っていたりして商人 ・職人と推定できる登録人の地口が,全地口数

に占める比率を郷毎に求めて,図2に 表 した.先 述の理由から畠を登録されていても除い

て,畠 は畠として集計 して別に示 した.ま た,こ の図がそのまま各郷の商人 ・職人数を示

すように,同 一郷内でそれぞれ2箇 所を登録 されている東城戸郷の ヒラキヤ甚三郎 と薬師

堂郷のヌシヤ彦三郎についても二重に数えないようにしてある.な お,同 一屋号 ・人名で

複数郷に現れている場合 もあるが,表1に 示されたように,そ れはごく例外的である.複

数郷にまたが って登録された者を直ちに同一人物と断 じてよいか,疑 問も残ると言えよう.

そこで,図 ではとりあえず別人として示 してある.
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酬 ⑭

⑳ …

棚㊥●

轍

灘東鳴川郷西鳴川郷

　 サ

謬

口 多臨

ゆ
○

醜

西川上郷

畠

● 軒.

凡例
　　ロみ

憂 商人・職人の地口

図2小 五月郷における商人 ・職人の分布(1572年)

このように作成された図2を 見ると,先 述の通り小五月郷は奈良のなかで南に位置する

が,そ のうちでも南部は畠が多く,わ けても東 ・西鳴川郷と西桶井郷は半数以上を占める.

町外れと言えよう.一 方,北 部にあたる餅飯殿,東 城戸,脇 戸9高 御門,南 鵠郷などでは

商人 ・職人を登録人とする比重が比較的高い。奈良の中央付近であって,中 心部の一角を

なしていたとみなせよう.位 置が不明な蔵下郷 も半数を越えており,ど ちらか といえば北

部にあったものと思われる.

その後,小 五月銭を徴収する基準が,同 じ間口で も敷地か らその上に建つ住居に変えら

れ た.天 正 期 の納 帳15)は 各 住 居 の 間 口 か ら1間 を差 し引 い た値 が 記 さ れ て い る16)そ こで

天正期の納帳を併用すれば,敷 地のみならず,住 居の間口も判明する.こ のような間口を

次に検討してみる.

まず,元 亀期の納帳に依拠 して,各 郷

について土地の間口の平均をとり,1間

毎に棒グラフを重ねる形で示すことに し

た.そ れが図3で ある.1間 に満たない

棒に対 して,2間 以上3間 未満の郷は黒

く塗 り,3間 以上4間 未満の郷は斜線を

施してある.こ の図を見ると,東 鳴川郷

の4間2尺2寸 か ら光明院郷の2間 まで

の幅が認められる.図2と 比較すると,

大ざっぱに言 って畠の構成比の高い郷は

間口が広い傾向にある.

さらに,天 正期の納帳を用いて,そ の

』 図3

』皿田…_唾

襟
亙室郷も

』
員塚郷

敷地の平均間口(2年)

肚
皿
辮

7尺=1間

』1 0
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上に建つ住居の間口の検討に移 る.建 築史家の伊藤鄭爾によれば,間 口11尺以下の住居が

全体の80%も 占あており,近 世の町屋に比べ ると相当小規模であるという17)

元亀の納帳と比較すると,そ こにみえる土地のうち畠などは天正の納帳では小五月銭徴

収の対象から外されたわけである.そ こで,元 亀の納帳に見える屋敷地のうち,天 正期の

納帳でもあとづけられる敷地のみに限 って,検 討を加える}8今 この敷地の各々に建てられ

ていた住居の間口は,天 正期の納帳からわか る.両 者を比較すると,間 口に限られるとは

いえ,敷 地に占ある住居の比率が判明することになる.当 時の住居で二階建てはごく稀で

あったことを考えると19)そ の値は,間 口に限った建ぺい率類似の値であると言える.

このように,天 正期の納帳でもあとづけら

れる敷地の総間口に対して,住居の総間口が占

める比率を,郷 毎に求めて図化したのが,図4

である.但 し,本 郷以外の 「寄郷」などにっ

いては,天 正期には個々の登録人が記載され

ない形式のたあに元亀 との対応が不明なので,

考察の対象から外 してある.図4を 見ると,

対象 となる11郷のうち,餅 飯殿郷の77.6%

が最高で,最 低は薬師堂郷の36.6%で ある。

そして,大 半の8郷 までが比率60%以 下 と

なっている.小 五月銭徴収の基準となる住居

の間口は,せ いぜい敷地全体の半分を超える

程度だったのである.

● … 嚇

● ● ・炉・
西城戸郷

炉・●

辮鯉 ざ

● 鱗
花薗郷

　なゆ

0
005km
一

図4敷 地の総間口に対する住居の総間口の比率

以上,第2章 で検討 したように,多 聞院英俊は多彩な購買活動を行なっていたが,小 五

月郷のうち商人 ・職人の比率が高い北部に隣接 した位置に,居 を構えていたことがわかっ

た。詳細な同定は困難であるが,多 聞院英俊が利用 した商 ・職人の中には小五月郷の住人

も少なくなかったと見 られる.と はいえ,彼 らが住む戦国期の小五月郷は,町 屋が櫛比す

るというイメージでは捉え難いのである.

IV.流 通システムからみた多聞院英俊の奈良での購買活動

以上の考察を踏まえて,い よいよ本章で流通 システムの観点から消費者多聞院英俊の奈

良における購買活動を検討することとする.

既に第2章 で述べたように,英 俊が何度 も購買を行なっている相手は職人が多い.彼 ら

は商人かつ生産者の性格を持っているとみなせる 生産形式としては居職か出職の形式を

とったが,い ずれに しても生産は奈良で行なわれた。農村間について流通システムを考察

した際は,出 職を排除 した20)生 産者から消費地へ商品が流れるという___.般の説明方式と

居職は合致するが,出 職はいわば生産地 と消費地が一致 して先の説明方式では説明が難 し

いためである。これに対 して本稿の場合,居 職と出職の違いは,製 作を行なう場が職人自

身の仕事場であるか,注 文主の方であるかの違いであり,同 じ奈良であることには変わり

がない.出 職を排除する必要はなかろう.そ こで,本 稿では出職 も考察の射程に含めるこ

とにする.

さて,当 時の購買活動を考える際に注意が必要な点の一つとして自家製造が広範に行なわ
21)

れていたことがある.「多聞院日記」にも飯米ツキ,味 噌 ・酒などの自家製造が見える。流通

システムの面から言うと,こ れ らは直接商品として現れずに,そ の原材料が購入されるこ
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と に な る.天 正19(1591)年11月7日 条 に次 の 記 事 が あ る.

吉 ミソマ メ今 升 六 斗 五 升 ツケ 了,マ メ ノ代 四 百 五 十 文,百 計 二 文 冒,五 百 文 恕 仙,

七 十 文薪 給 輪 宋,雑 用 百 文,合 一 貫 五 百 五 十 二 文 入 目也,

味 噌 の製 造 にあ た って,豆 や 塩 な どの 原 材 料 が 購 入 され て お り,総 費 用 と して1貫552文

か か って い る.ま た,同12年11月10日 条 には 「郡 山 市 ニ テ,明 日 ノ米 ツ キ ノ汁 菜 ノ魚 買,
タカマ

又 五郎 下J」 とあ る.米 を つ くにあ た って,人 を 雇 って お り,彼 らに 出す 汁 菜 の魚 が 郡 山

市で 購 入 され て い るわ けで あ る.ち なみ に,米 つ きの た め に文 禄2(1593)年4月 晦 日 に

は 「下 部 三 人 」 が,翌 年12月6日 に は 「下 部 五 人 」 が 雇 わ れ て い る.人 を雇 って注 文 主 の

もとで 生 産 を行 なわせているわ け で あ り,考 え てみ れ ば,注 文 主 の も と に呼 び 出 され た職 人

が 生 産 す る 出職 と,現 象 と して は なん ら変 わ りが な い.と は いえ,出 職 で あ れ ば,原 則 的

に専 門 職 と して 「ユ ヱ ンシ」 「桶 結 」 「塗 師 」 な どが 冠 され て い る点 で 区 別 で き る。

但 し,酒 は,自 家 製 造 以 外 に購 入 もさ れ て い る.例 え ば,天 正19年12月26日 条 に 「ス ミ

ヤ酒 代 一 石 八 斗 一 升 済 了,年 中 八摩㍉ イ1,悉 以 相 済 了 」 と あ って,掛 けで 購 入 した 分 を 年 末

に支 払 って い る こ とが わ か る22)こ の 点 に関 連 して,小 野 晃 嗣 は酒 につ い て天 正 の 中 頃以

降 自家 製 造 が 行 なわ れ ず,多 く町 の酒 屋 で 購 入 され る よ う に な っ た とす る23)酒 屋 で の購

入 は,そ の背 景 に酒 の大 量 生 産 と販 売 と い う流 通 シス テ ム の変 化 も意 味 す る点 で この指 摘

が 注 目さ れ る.し か し,多 聞 院 にお け る酒 の生 産 は例 え ば天 正18,20年,文 禄2年 な ど に

も見 え るか ら,自 家 製 造 か ら商 品 に対 す る 全 面依 存 へ と劇 的 に変 化 した とは 断 じ られない。

自家 製 造 品 と商 品 とが 使 い分 け られ て い た の で あ ろ う.

次 に,職 人 に よ る生 産 を見 て み よ う.天 正3(1575)年 正 月22日 条 に 次 の 記 事 が あ る.

ユ ヱ ン(;;)仕 上 ノ入 目 事

二 百 文 テ マ六 十 文 ニ カ ワIIit,六 文 ハ ネ,十 文 剛 トウ シ ミロ 九百 文油,八1護 計 文

㌍ 済 六 十 文 薬11it,十 二 文 覚 。ヰ 十 五 文 窃 ヶ醇ノヵ1弊 廿 文 ハ ン米 十 文 ミソ

合 四百 廿 六 文 入,

大 日,中ll1,小r,1-lcy1,小 ユ ヱ ンニ シテ合 百 七十 四 丁,八 合 半 ツ ＼ア タル,灰 ノ

カ ヱ様 一 丁 ノハ 五 度,二 丁 ノハ 四度,三 丁 ノハ 三 度 カ ヱ 了,

これ を 製造 した の は ユ ヱ ン シ新 九 郎 で あ って,19日 か ら毎 日 多聞 院 に や って来 て生 産 に励

ん だ ので あ る.す なわ ち,出 職 で あ る.新 九 郎 は永 禄12年 と天 正2年 に も出 職 を行 な って

お り,前 者 で は 「ノ タ新 九 郎 」,後 者 で は 「ユ ヱ ン新 九郎 」 「ユ ヱ ン父 子 」 な ど と見 える.

両 記事 か ら新 九 郎 が 奈 良 の 東 に隣 接 す る野 田 に住 み,親 子 で 生 産 に携 わ って い た こと が わ

か る。

永 禄10(1567)年 正 月17日 条 に は 「ユ ヱ ン!ミ哉,仙 学 房 へ 新 三 郎 よ り取 テ 遣 之 」 とあ

る.仙 学 房 に油 煙 墨5丁 を渡 す た め に新 三 郎 か ら100文 で 購 入 して い る.こ の 油 煙 墨 は

代 金 仕事 に よ って 生 産 され た商 品 で あ ろ う.そ こで,油 煙 墨 は 出職 以 外 に代 金 仕 事 に よ っ

て も生 産 され た可 能 性 が あ る.購 入 相 手 と な って い る新 三 郎 は,さ き ほ ど の新 九郎 と違 っ

て,多 聞 院 で 出職 を行 な っ た こ とが 明 か な記 録 は見 え な い.お もに代 金 仕 事 に従 事 して い

た と み られ る.

彼 につ いて は天 正17(1589)年3月16日 条 に 「新 三 郎 ヘユ ヱ ンノ代 五 十 疋 や とへ渡 之 」

と あ り,翌 年 正 月18日 条 に は 「新 三 郎 ヘ ユ ヱ ンノ代 二 百 文 や と へ遣 之 」 と あ る24)彼 は 天

正13車 に暇 を乞 う た あ と25)同15年 以 降 は大 坂 よ りや って 来 て い る26)英 俊 は この 頃 新 三郎

か ら掛 けで 油 煙 墨 を購 入 す る よ う に な って い るが,清 算 に も差 障 りが 出 た こと で あ ろ う.

これ らの点 を考 え 合 わ せ る と,さ き の記 事 で 油 煙 墨 の代 金 を受 け取 って い る 「や と」 は,
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新 三 郎 と契 約 関 係 にあ った 奈 良 の 商 人 宿27)Zあ る可 能 性 が あ る.

これ に対 して,油 煙 墨 が 出 職 の 形 式 で 生 産 され た 場 合 ,製 造 にか か っ た原 材 料 費 を含 め,
一 切 の 費 用 を 注 文 主 が 支 出 して い る

.先 の 記 事 で も 「ウ ヲ ・シル ・サ イ」 「モ チ ケ ンス

ヰ 」 な どの 項 目が あ って,食 事 も出 して い る こ とが 特 に 注 目 され る。

永禄10年12月25日 条 に 次 の 記 事 が あ るn

自廿 一 日至 今 日,檜 皮 士召 寄,一 切経 御 廊 破 損 之 所 修 理 畢,入 目 四 百 五 十 文 ,ヒ ワ タ

ータ ニ 百 五 十 文 ,テ マ光 文,竹 イ チ廿 五 文,カ ナ釘 十文,ナ ワ十 文,竹 三 文,カ ヘ ツチ

ニ 百 文,飯 米 贈12以 下 マ テ,五 十 文 ノキ,合 一 貫 計 一 文,

竹 ・釘 と い っ た原 材 料 以 外 に飯 米加 用 と あ って,出 職 を行 な った 檜皮 士 に も食 事 を提 供 し

て い る こ とが わ か る。

他 に も,文 禄2年8月19日 条 に 「ヤ ネ フキ 四 人 来,雑 舎 ノ東 対 屋 ノ西 分 フ ク,硯 水 ・モ

チやとより来」と見え・屋根葺に対 し毯鶉硯水 ・餅が問題になっている・このような屋根

葺 の 材 料 と して は,「 苓 ノ ヤ ネ ノ 用 藍 ヲ,北 ノ 御 門 ヨ リー・荷 廿 文 ツ ＼二 六 十 荷 持

之 了,一 一貫 二 百 光 六 文 也 」 「奄 ノヤ ネ 萱 ニ テ 葺 之,入 目合 二 貫 四 百 文,カ ヤ ー 荷 廿 文 ッ ＼

七 十 一 荷 入,フ ル カヤ 十 七 八荷 ト云 〃」 とい う天 正15(1587)年8月19日,同22日 条 の 一

連 の 記 事 で は 萱 で あ る28)

さ らに,天 正12年10月19日 条 に

天井 出来 了,番 匠来 了,一 人 ハ 留 了,天 井 ノ入 目作 料二 石 五 斗,飯 米 雑用 一 石 四斗 程 二,

廿 八 代 一 斗,ク キ ノ代 四斗 ホ ト歎,
29)

と あ ってr番 匠 も食 事 を あて が わ れ て い る.

しか し,桶 結 の場 合 は少 し事 情 が 異 な る。

永 禄10(1567)年 か ら文 禄3(1594)年 に か けて 桶 結(弥 七)に よ る 出職 が15回 記 録

され て い る30)例 え ば,永 禄12年10月2日 条 に は 「桶 共 ユ ワセ 了,内 ノ悦 酒 ノ心 懸 也,荷 桶

荷 ・持 桶 六 ・手 桶 新 調,以 上四 日ニ ユ ヰ 立 了 」 とあ る.ま た,天 正12(1584)年6月

9日 条に は 「水 ノ居 桶 ノ ワ,此 方 ノ竹 ニ テ 賃 一升 ニテ 結 了 」 と見 え る.ま ず 第 一 に,い ず

れ の例 も食 費 が 支 出 さ れ て い な い.

さ らに,後 者 の記 事 で は桶 を結 う輪 にす る た め の竹 が 提 供 され て い る こ とに 注 目され る.

竹 が 購 入 さ れ た と思 わ れ る事 例 も見 え る.31)

竹 の 他 に,原 材 料 の 関 係 で は元 亀2(1571)年3月11日 条 に
(7カ 　

昨夕野田ノ与太郎祢 宜 ヨリ,ケ リ ンヰ ンノ桶 ユヰ杉 ノク レヲ買 出ル処 ヲ,下 騰

分ノー一騰見当リ,則 搦取之,夜 前 二与太郎家進発云 〃,ヲ ケユヰノ家ハ戌亥方 ヨリ今

日進発了,連 〃山木ヲ盗売,曲 事く

とある,す なわち,野 田与太郎祢宜が山木を取り,杉 榑として華厳院桶結に盗み売 りした

現場を差 し押 さえられている.同21日 に祢宜の女房が糾問され,翌22日 には兄弟まで同類

とされている.こ の事件の主旨は,祢 宜が神官にあるま じき行為を したことに対する糾弾

に置かれ,そ のため桶結は無罪放免されているが,本 稿では杉を購入 した桶結にこそ注目

しなければならない.杉 は桶を結 うための材料とされたに違いないのであり,主 要材料と

しての木材は桶結自らが調達 し,ス トソクしていた可能性が考えられる32)同じ出職とはい

え,こ の点で も油煙師などの場合と異なるように思われる.

次に塗師については,第2章 で紹介 した天正2年11月26日 条は漆の購入記事を伴ってお

り,そ れ以降,毎 日のように塗師来訪の記事が見える.そ のあと,12月10日 条には

ヌシヤ三郎今日ニテ仕廻了,入 目二石二斗五升欺,仕 立道具三石程ノ事也,チ ウ〈 ワ
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ン廿 読,三 百 文 ト申,ウ ル シバ 百 文 ニ ハ ン トウハ 五十 文 目,吉 野 ハ 四 十 文 目 ツ ＼二 買 了,

とあ る.つ ま り,塗 師 ヤ三 郎1は,11月 か ら閏11月 を は さ ん で12月 に か け て ,ほ ぼ 毎 日多 聞

院 に赴 い て,注 文 さ れ た塗 り物 を製 作 した ので あ る.漆 が 購入 され て い る こ と も注 目 され

るが,こ こで は 出職 で生 産 され て い る点 が 重 要 で あ る.

しか し,出 職 と して の 塗 師 は この 一連 の 記 事 以 外 に は 見 え な い.塗 師 と して は他 に元 興
33)34)

寺 与 七 郎 や 甚 六 な どが 登 場 す るが,彼 らは 居 職 で 生 産 した もの とみ られ る.例 え ば,天

正8年4月9日 条 に 「十 後 ノ本 尊 箱 出 来 ノ間,与 七 郎 へ 遣 了,代 一 斗 五 升 三 合 申了 」 とあ

り,同20年9月7日 条 に は 「甚 六 ニ ユ ノ山 木 地 香 箱 遣 ス,可 塗 由 申 付 之,大 香 箱 破 修 補 同

申 付 之 」 と見 え る.い ず れ も 「遣 わ す 」 とあ って,居 職 に よ って 生 産 され た と思 わ れ るわ

けで あ る.

次 に,衣 類 関 係 を 見 る と,当 時 は 今 日 の よ うな 既 製 服 販 売 は行 なわ れ て お らず,基 本 的

に オ ー ダ ーで 生 産 され た の で あ る.

例 え ば,天 正19年10月14日 条 に 「モ ンメ ン五 丈 六 尺 二 百 七 十 文 買 之,専 ヌ ノ コノ用 」 と

あ り,3日 後 の17日 に は 「千 松 ヌ ノ コ ソ メ ニ遣 之 」 と見 え る.さ らに翌 月3日 条 に 「千 松

モ ンメ ンノヌノ コ腹 巻 屋 ニ テ銚 沙 汰 立 了,四 百 廿 文 ノ入 目也 」 とあ って,布 子(木 綿 の綿 入

れ)が 完 成 して い る.

そ の他 に永 禄12年12月6日 条 の

助 二 郎 紫 ノ小 袖 仕 立 了,絹 魏 到 文,紫 ソメ チ ン六 百 文,ワ タ 四百 文,ウ ラキ ヌ 三百 五 十

文,キ ヌ ノ糸 十二 文,ワ タ ノ ム シ リチ ン五 十 文,合 一 貫 七 百 拾 弐 文 歎,

と の記 事 は,小 袖 の 仕 立 て が 完 了 した折 りに,原 材 料 で あ る布 地 や 糸 に ま で遡 って総 費用

を 改 めて 記 しお いた もの と考 え られ る.ち な み に紫 染 め の依 頼 は10月23日 条,完 成 が11月

27日 条 に記 録 され て い る.前 者 の記 事 の前 に あ る 「助 二 郎 上 下 裁 了」 との 記 載 も,一 連 の

小袖 仕 立 て に関 連 す る ので あ ろ う。 この 事例 ほ ど各 過 程 を跡 づ け られ な い に して も,原 材

料 ・仕 立 て 料 を含 め た総 費 用 の メ モ と解 釈 で き る 記事 は,よ く見 か け られ る。

以 上 の よ うに,布 子 ・小 袖 を オ ー ダ ーす る前 に,消 費 者 は モ ンメ ン ・絹 ・ワ タ ・キ ヌ ノ

糸 な ど の布 地 ・糸 類 を購 入 して い る.こ の よ うな購 入 の対 象 と な った 品 目が,実 際 に 流通

して い た の で あ る.そ して,染 めや 仕 立 て な ど は各 職 人 に注 文 さ れ る こ とに な る.注 文 は

「遣 わ す 」 な ど とあ って,基 本 的 に居 職 とみ な せ る.こ の よ うな 購買 相 手 ・職 人 に注 目 し

て み よ う。

天 正11年11月25日 条 に 「絹 三 石 二 な へ や に て 買之,両 面 ノ小 袖可 有 沙 汰心 中 也 」 とあ っ

て,さ らに 翌 月6日 条 に は次 の よ うに 見 え る.

や と来,両 面 ノ小 袖 仕 立 了,絹 百 八 十 目在之,唐 糸勘 ヲリ,代 三 石 麓 ヤ,五 丈 二 尺 在 之r

綿 ハ 十後 ヨ リ来,以 上 ム シ リチ ン糸 迄 四 石一 斗 五 升 入 了,

す な わ ち,絹 を 購入 した相 手 は鍋 屋 で あ り,そ れ を使 って小 袖 を仕 立 て た の は 「や と」 で

あ る35

また,永 禄9(1566)年4月8日 条 に は 「ヘ ンサ ン衣 ノ 用 二 買之,ハ リ トノへ 遣之,

代 二 百 廿 文 」 とあ る。 偏杉 用 に 購 入 され た 布 地 を 持 ち込 ま れ た 「ハ リ トノ」 と は針子 の類

で あ ろ うか.こ れ に 関 連 して,天 正14年 正 月12日 条 に は 「ハ シ ノ坊 ヨ リハ リコ色 〃来 了 」

とあ る.こ の 「ハ シ ノ坊 」 に つ い て は,他 に例 え ば 天正6年11月23日 条 で

ハ シ ノ坊 雇 テ新 五 郎 小 袖 仕 立 了 ,揺 ヲ弓駄 イll矧,ワ タ四斗 七 十 目,ム シ リチ ン七 升,

糸 クヰ モ ノチ ンマ テ 合三 石一 斗 ノ入 目也,

とあ るよ うに,雇 わ れ て い る場 合 が 散 見 され る36)し か も,こ の 場 合 「クヰ モ ノ チ ン」 と
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あ るか ら食 事 も提供 され て い るわ け で あ り,衣 類 関 係 で は例 外 的 に 出職 とみ られ る.

変 わ った と こ ろで は蚊 帳 に つ い て 天 正13年(1585)年 正 月10日 条 に 「カヤ ノ モ ンメ ン十

二 丈 九尺 常 念 ヨ リー 斗 八 升 ニ テ染 来 了 」 とあ り,12日 条 に は

モ ン メ ン ノカ ヤ各 雇 テ縫 立J,モ ンメ ン ノ代 八 斗,ソ メ チ ン壱 斗 八 升 加 テ也,御 フ ク

ノ尺 二 十二 丈 九尺 入,二 帖 ッ リノ心 也,長 五尺 五 寸 二沙 汰 之,

とあ る。 染 色 業 者 と して常 念 が挙 が って い る他37)縫 い 立 て を す るの に,こ こで も 「雇 」 が

見 え る こ とが 注 目 さ れ る.

次 に,衣 類 関 係 か ら 目を 移 して,天 正13年12月15日 条 に

為 尋 憲 僧 正御 弔,十 三 仏侍 従 二 申付 之,中 尊 カ ラ タ山 地 蔵 大 二書之,掌 善 ・掌 悪 二 人 副
くママ　

書之,代 七斗四升遣之,表 補ハ慶禅二申付之,
へ　

と あ る.さ らに19日 条 に 「為 尋 憲 僧 正 御 弔,十 三 仏侍 従 申付,七 斗 ニ テ 練 書 了,代 遣 之,
くママ　 くママ　

表補慶禅 二申付之」,23日 条 には 「為追 善十三仏図絵表補調,表ll甥テ,

ヒタ三貫文,代 米七斗三升ツ ＼,此 分進上畢」と見える.十 三仏の描画は侍従に,その 「表

補」(=表 補絵=表 楕;表 装の意)は 慶禅房に発注 している.こ のように侍従が描画38)慶禅

房が表補を担当 していることが多い.そ の生産は居職形式によったと思われる.と はいえ,
39)

「表具ノケテ」とあるように,衣 類関係とは違 って,材 料購入の記録は少な1

また,描 画の内容としては,祖 師という現実の人物の他は,地 蔵,羅 漢,観 音 ・薬師 ・

阿弥陀などといった仏画がほとんどである40)こ のうち祖師の例 としては天正10年3月2

日に 「十後被申間,念 仏ノ祖師唐紙二三斗ニテ侍従二読了」と見える。このように,侍 従

による描画と主に慶禅房が担当 したその表装は,多 く 「読え」などとあって,依 頼主の注

文に応 じて多聞院英俊が彼自身の顔な じみの業者に仲介 していると思われるケースとなっ

ている.

さらに天正5(1577)年5月1日 条には 「菊紙一束ヲ五升五合ツ ＼二買之,助 三郎口入,

合八束取之」とある.先 の天正10年 のケースは多聞院英俊が 「口入れ」 していることにな

る.ま た,同12年10月7日 条に 「御幣井兄ノアコメヲリ,ト ノヤ又二郎煩敷申間,慶 禅口

入,郡 山ノ者二申付之」とある。翌月9日 条には 「兄ノアコメノ織物出来了,郡 山市ノ与

一郎持来了,百 七十目在之,長 一丈八尺」とあって,前 者の 「郡山ノ者」とは 「郡山市ノ

与一郎」であることがわかる.「 トノヤ又二郎」は前者の記事以外に見えないために詳細

は不明ながら,奈 良の業者と思われる.先 ほど表装業者として紹介された慶禅房の口入れ

で,又 二郎の代わりに郡山の業者に織物を依頼することになったのである.こ の郡山のケ

ースのような奈良以外における取引については前稿で検討 した41)郡山に多かった塩購買は

別として,今 回のように奈良以外の職人に依頼するには口入れを必要としたのである.こ

のようなケースは,本 稿のように消費者の残 した日記によって初めて検出が容易になるも

のの0つ であると思われる.

V.む す びに代 えて一一今後の課題

本稿で指摘できたことは,次 の諸点にまとめ られる.

(1)多 聞院英俊による購買活動の舞台は主に奈良であり,そ の対象は出職または居職によ

る職人の関連品目が多い。

(2)品 目によっては自家製造も行なわれており,購 入品(商 品)と 使い分けられていた.

13)出 職形式で生産される場合,消 費者は原材料費 も含めて支出している.職 人の食費ま

で負担することが多い.
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(4)居 職形式の場合,商 品として流通 している原材料を消費者が予あ購入 しておいてから

個々の職人に注文す る。

(5)と はいえ,各 々の形式に例外が認められ,必 ず しも原則通りではない。例えば,出 職

で生産される桶では,輪 は消費者が負担 しても,木 材は多 く桶結自らが調達 し,総 費用に

上乗せ して請求されたと考えられる.

(6)さ らに,生 産形式の出職 ・居職の別は,品 目毎に固定 していたというより,職 人個々

による違いの方が大きいと見 られる.例 えば,出 職を行なった塗師と居職を専 らにした塗

師の両方が認められる。

(7)こ れ ら職人などが居住 していた奈良南部小五月郷を例にとると,当 時の景観は町屋が

櫛比するというイメージか らは遠い.

以上のようになろう.

最後に,今 後に残された課題としては次のような点が挙げられる.

本稿では都市の流通 システムを主に職人について検討できた.筆 者が既に考察 してきた

農村間の流通について も42)職人と消 費者 との関わりを論 じることが課題 の第一点 として

挙げられる.都 市との違いが注目されよう。

さらに,日本の中世都市に関する歴史地理学的研究は,形 態論の立場から主に土地割による

復原が行なわれてきた43)これに対し,筆者は形態の問題をいったん捨象し,流 通そのものに着

目して流通 システムなどにアプローチ してきたが,44)この流通システム論の立場か ら従来の

形態論との接点を求めることが課題の第二点である.第3章 で奈良の一部なが ら小五月郷

の復原による景観論的考察を行なったのはその一環である.今 回は史料の限界 もあって不

十分なままに終 ったが,今 後とも模索を続ける必要があろう.

付 記

本稿 の うち,第2章 は1986年2月 に奈良地理学会冬季例会 にて発表 した内容 を 全面的に改稿 ・補

筆 した もので ある.さ らに,第3章 は1989年11月 に人文地理学会 ・日本地理学会 合同大会 にて,第

4章 は同年4月 流通歴史地理研究会例会 にて各 々の主 旨を口頭発表 した.そ の際,ご 助言を頂いた方

々に謝意 を表 します.な お,本 研究 には科学研 究費 ・奨励研究A(課 題 番号62710205/63780308)を

使用 した.

註

1)例 えば,脇 田晴子 『日本 中世 商業発 達史 の研究』(お茶の水書房,1969)で は主な史料 と して大乗

院寺社雑事記,賦 引付,東 山御文庫記録 や離宮八幡宮文書な どが用い られてい る.

2)前 稿で紹介 した家産 的 自給経済論は,消 費者側の論理によ る考察 と言えな くもない.

3)拙 稿 「一六世紀都市住人の活動か らみた商品流通」以下,前 稿 とは本論文を指す。高橋康夫 ・吉

田伸之編r日 本都市史入門』1,東 京大学 出版会,1989.

4)生 産地か ら消費地までの商品の流れをみ ると,特 に農村間 について は12類 型の流通過程が検 出さ

れ るが,そ れぞれの流通過程は,固 定的で,他 と代替不可能な性格を持 ってお り,こ の ような性格

を付与す る政治 ・経済上の制度的特質 も含めて,流 通 システ ムと総称 した.拙 稿 「流通 システムか

らみ た中世農村 にお ける市場の機能」 『人文地理』38-4,1986

5)近 年 の ものでは,啓 蒙的 な論稿で はあるが,な かで は石井進 「奈良の町 を歩 く一大伽 藍が 「町」

にな った一」 『週刊朝 日百科 日本 の歴史 別冊 歴史の読み方2都 市 と景観 の読み方』 朝 日新聞

社,1988が 注 目され る.
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6)辻 善之助編集 『多聞院 日記』全5巻(三 教書院,1935～1939)を 復刊 した臨川書店版(1978)

による.以 下,史 料の引用は特記のない限 り多聞院 日記か らであ る.

7)永 禄12(1569)年 正月朔 日条の記事では 「一,龍 雲 院 ヨリ円鏡 ・コフ ・樽一荷来了,樽 持 二餅 出

了」 とあ って,龍 雲 院か ら円鏡 ・昆布 ・樽一荷が贈 られ,そ の返 礼 と して餅をふ るま った ことがわ

かる.な お,購 買の場合 と同様 に,1品 目に1件 を宛が うと整理 に都合がよいため,こ の記事の場

合4件 と数 える ことと した.

8)経 済人類学者 カール ・ポ ランニーの所説を念頭 に置いて いる.

カール ・ポ ランニー 『人 間の経済』1・II玉 野井芳郎 ・栗本慎一一郎 ・中野忠訳 岩波書店 ,1980

など.

9)本 章 の一部 は,『 日本都市史入門』(前 掲 注3)所 収 のキーワー ド「奈良 」の項で も既 に指摘 し

た.

10)野 田只夫 「中世都市の経済生活」藤岡謙二郎編 『畿内歴史地理研究』 日本科学社,1957

他 に小野晃嗣 「中世 に於 ける奈良門前市場 」 『史学雑誌』45-4,1934(の ち同 『日本中世商業史

の研究』法政大学 出版局,1989に 再録)

11)他 に永島福太郎は餅飯殿郷に限 って元亀当時の景観を復原 して いる.小 五 月郷納帳には記載 され

ていない地 口もあ るので,こ の復原を全郷に渡 って及ぼす ことは,不 可能 に近い.本 研究では断念

した.

永島 「奈良町の発達 一餅飯殿町の街地 を例 として 一」堀 井甚一郎先生停年退官記念会編 ・発行

『奈良文化論叢 』,1967

12)こ の点は,中 部よ し子(「 中世 後期の畿 内都市 の職人 一奈良 を中心 として 一」永原 慶二 ・所理 喜

夫編 『戦国期職人の系譜 』角川書店,1989)も,腹 巻屋 ・鍋 屋につ いて2,3の 例 を挙げて,筆 者

と同様に屋号 と購買品 目の不一致に留意 してい る(239頁).彼 らか らの購買品目の詳 細については

拙稿 前掲 注357頁 表7を 参照 のこと.

なお,文 禄2年10月9日 条 に 「釜大小 共二破損 」につき新調 す るために,「 ワキ トノナヘヤ小三

郎 二大小 ヲ古釜遣 テー 石二斗 ニテ申付之」 とあ る.こ の例が,鍋 屋 とあるのに比較 的近 い.

13)内 閣文庫所蔵大 乗院文書

14)永 島福太郎 『奈良』吉川弘文館,1963,208頁

15)成 葺堂文庫所蔵大乗院文書.京 都大学文学部国史学研究室架蔵 の写 真版 によった.

16)伊 藤鄭爾の理解 に拠 って いる.徴 収基準の変化 は元亀2年 の騒動 による もの とい う.こ の騒動 自

体は永島福太郎 に詳 しい.

伊藤 『中世住居史 一封建住居の成立 一』東京大学出版会,1958

永島 『奈良文化の伝流』中央公論社,1944

17)伊 藤 前掲注16180-1頁

18)こ の検討の際 伊藤作成の 「小五月銭郷地 口及び住居表」が,元 亀か ら天正にかけての登録人の

変化が辿 られていて,参 考にな った.

伊藤 前掲 注16附 表6-17頁

19)伊 藤 前掲注16194頁

20)前 掲注435頁

21)多 聞院における薬 の調 合 も数 多 く記録 されて お り,自 家 製造の一種 と見なせよ う.

22)掛 売 りについては浦長 瀬隆 「一六世紀後半 の奈良 における貨 幣流 通 一多聞院 日記に見える支払 手

段 の変化 をめ ぐって一」 『社会経済史学』48-4,1982,90-93頁 が参考 になる.

23)小 野晃嗣 「中世酒造業 の発達 」 『社会経済史学』6-11,1937.の ち同 『日本産業発達史 の研究』
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至文堂,1941に 再録(法 政大学出版局か ら1981年 に再刊,163頁).

24)他 に天正11年10月13日 条 に 「新三郎宿 ニテ当方承仕衆 へ夕飯誠,錫 一対遣了 」とある.

25)天 正13年 正 月27日 条 と2月 朔 日条

26)天 正15年2月4日 条,同 年12月16日 条,文 禄2年7月29日 条,慶 長4年 正 月24日 条

27)商 人 宿について は拙稿 を参照 のこ と.前 掲注440-41頁.

28)天 正15年4月11日 条では社頭廻廊上葺 の記事のあ と 「山ノ畠藍 ヲー枚 二申付 了,ア ヰタ ネ四十把

入了,代 七十三文 皆擢 」 とあ る.藍 も用い られたのであろ うか

29)「 番匠」 とは,こ の場合具体的には翌20日 条にみえ る 「西京 番匠助二郎」 と 「伊習少太郎」を含

む のか も しれない.

30)主 たる考察期間以降 にな るが,慶 長4(1599)年11月6日 条に見え る桶 結 与 七 は,「 下居 ヲケ ・

台 所前ヲケ ・荷 ヲケ 」な どを結 ってい る.彼 は弥七の甥で,二 条在所 に住んで いた という(同日条).

31)天 正15年7月19日 条 と同20年8月10日 条

32)桶 の材木が問題 にな って いるのは,天 正4年12月13日 条の 「室生 ヨ リ桶 ノ木持上,カ ヤノ木 ニテ

申付之,半 切,ヲ ケノ木 ヲモタキ トテ重 テ可持上 由也」 とい う記事 に留 まる.

33)元 興寺与七郎 は塗師関係で は永禄10年8月29日 以 降た びたび見え るが,天 正13年6月27日 条 に,

「元興寺ヌ シノ与七郎丹波 へ売物用意 シテ,先 日下了,於 彼国死去 ノ由,明 日与 八郎 国へ下 ト申来」

とあ る.

34)甚 六は与 七郎 の弟子 であ り(天 正9年8月27日 条 など),天 正13年 の与七郎死 後は多 く甚六が塗

物を担当 している.そ して,「 源五郎 子」(天正17年6月28日 条)に 続 いて,「伊習 ノ日戸 ノ中里 ト云

人 ノ子」(天正20年11月26日 条)で ある千松 を弟子に とっている(同 年3月13日 条).

35)他 にも,例 えば天正7年10月 晦 日条 に 「二斗綿 ノム シリチ ン宿 へ遣之 」とあ って,こ れ らの場合

の宿 は服の オーダーに関わ る業者 と思われ る.但 し,業 者 と契約 関係 にある商人宿 の可能性 も捨て

きれ ない.

36)他 には天正3年10月4日 条 と同5年11月14日 条.

37)天 正13年11月 朔 日条 に 「常念 コゥヤ・又七郎 スミャ栄藤死了 ト」 とあ るよ うに,常 念は紺屋であ る.

38)そ の子 は琳賢で(天 正15年7月27日 条),天 正19年4月24日 以降何度 か描 画の注文を受 けている.

39)材 料 の関係で は天正11年4月25日 条 に訓英法印御影の表装について 「唐絹 ノハ ＼ニ テ大ナル故,

代 高也 」とある.

40)侍 従にっいて は地蔵が天正14年12月24日 条,羅 漢が同年6月22日 条,観 音が天正10年9月17日 条,

薬師が天正16年2月12日 条 などに見え る.一 方,慶 禅 については地蔵が天正19年3月2日 条,羅 漢

が天正14年8月28日 条 などとなって いる.

41)前 掲注3

42)前 掲注4

43)小 林健太郎 『戦 国城下 町の研究』(大 明堂,1985)が その研究水準 を示す.

44)前 掲注3

Summary

Tamonin-Eisyun(1518‐1599),wholivedatatemplecalledTamonininNara,

purchasedmanygoodsfrommerchantsorcraftsmeninhisneighborhood.Hekept

thediarycalled"TamoninNikki"andwrotedownhispurchaseactivityinit.
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ThispaperexaminshisactivityatNarafromtheviewpointoftheflowsystem.

Hesometimesboughtmaterialsforhomemaking,e.g.soybeansformiso.Some

craftsmenvisitedhishousefortheirworkandhemustgavedishesforthem.Others

gotorderfromhimandworkedintheirownhousesorworkshops.Eisyunneednot

payfortheirboard.Naradidn'thavemanyhousesasclusteredthenasinEdo

period.Wecouldseemanyopenspacesorgardensthere.

WemightdealwiththeflowsystemincitysuchasKyotoorNarafromthe

consumers'pointofview.


